
同
志
社
建
学
の
粘
神
か
ら
い
っ
て
、
実
業
界
で
活

躍
し
九
人
、
ま
た
現
在
活
躍
し
つ
つ
ぁ
る
人
は
、
大

へ
ん
数
少
な
い
。
こ
と
に
名
占
屋
と
い
う
土
地
は
昔

か
ら
事
大
主
義
的
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
他
国
者
は

よ
ほ
ど
の
才
曾
持
主
で
な
い
か
ぎ
り
、
市
の
一
流

の
レ
ベ
ル
に
浮
び
得
な
い
土
地
柄
で
あ
る
。
し
か
し

一
流
の
縁
系
会
社
や
、
二
流
の
会
社
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
同
志
社
人
が
廷
、
陣
に
そ
の
名
を
つ
ら
ね
て
い
る

し
、
個
人
経
彬
会
社
で
も
そ
れ
な
り
に
活
蹄
し
て

同
志
社
人
物
地
図

こ
う
し
た
土
地
柄
で
あ
る
こ
と
を
最
初
に
印
し
上

げ
て
、
過
去
、
現
在
に
つ
い
て
、
同
志
社
人
の
編

を
み
て
み
九
い
。

最
初
に
名
を
挙
げ
た
い
の
は
、
や
は
り
日
本
の

「
ガ
ス
王
」
「
ガ
ス
博
士
」
と
い
わ
れ
九
岡
木
埜

あ
る
。
明
治
二
十
四
年
同
寿
普
通
部
に
入
学
、
東

大
応
用
化
学
科
を
幕
で
璽
、
黎
明
期
の
ガ
ス
事

業
に
身
を
投
じ
て
、
三
十
九
年
轟
ガ
ス
の
前
身
で

あ
る
名
古
屋
ガ
ス
の
豐
に
参
画
、
大
正
十
年
同
社

社
長
と
な
り
、
翌
十
一
年
六
月
に
名
底
ガ
ス
が
東

邦
ガ
ス
と
な
っ
て
も
、
引
続
き
社
長
の
職
に
あ
り
、
昭

和
十
年
二
月
五
十
六
才
の
若
さ
で
永
眠
す
る
ま
で
、

わ
が
国
の
ガ
ス
璽
の
発
展
の
九
め
尽
力
し
た
。
東

京
ガ
ス
副
社
長
の
職
に
も
つ
い
た
。

彼
の
跡
を
つ
い
で
、
東
邦
ガ
ス
ニ
代
目
の
社
長
と

な
っ
た
都
将
郎
も
同
志
社
普
通
部
を
出
て
い
る
。

大
阪
高
工
か
ら
大
正
五
年
岡
本
先
輩
に
引
抜
か
れ
て

名
ι
屋
ガ
ス
に
入
社
、
岡
本
桜
と
と
も
に
沸
、
さ

ら
に
東
京
ガ
ス
の
常
務
と
し
て
中
央
で
も
大
い
に
名

を
あ
げ
六
。
昭
和
十
一
年
一
月
、
岡
本
桜
の
跡
を
つ

い
で
東
邦
ガ
ス
ニ
代
目
社
長
と
な
り
、
支
楽
変
、
火

東
亜
擧
に
よ
る
ガ
ス
需
要
の
急
増
に
善
処
し
、
さ

ら
に
敗
戦
後
、
潰
滅
し
九
ガ
ス
供
給
設
備
復
旧
の
た

め
に
第
一
線
に
立
っ
て
編
し
六
が
、
そ
の
オ
ー
バ

ー
ワ
ー
ク
が
原
因
で
も
あ
っ
六
の
か
、
二
十
三
年
二

月
急
逝
し
九
。
彼
は
黒
社
塒
代
山
川
均
と
同
級
生

と
し
て
親
し
ん
だ
が
、
卒
業
後
山
川
均
が
都
倒
の
九

め
に
親
交
を
遠
慮
し
九
と
言
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
現

在
一
ツ
橋
大
学
教
授
と
し
て
活
蹄
し
て
い
る
都
留
重

人
は
彼
の
長
男
で
あ
る
こ
と
を
卵
添
え
て
お
こ
う
。

都
留
と
同
翠
大
嫉
工
所
の
初
捌
の
重
雙
あ

う
九
氷
室
真
次
の
名
も
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
「
冨

松
井
徳
三

親
父
」
と
い
わ
れ
奈
室
の
張
皆
、
校
友
会
で

も
有
名
で
あ
っ
六
。
彼
の
甥
が
往
年
の
早
大
の
名
選

手
で
、
現
在
の
フ
口
野
球
近
鉄
球
団
礼
長
芥
田
武
夫

で
あ
る
。
伊
腰
政
範
は
東
邦
ガ
ス
か
ら
憾
ガ
ス
の

常
務
と
な
っ
た
が
戦
後
間
も
な
く
故
人
と
な
っ
九

し
、
永
い
間
校
友
会
支
部
長
を
つ
と
め
た
川
村
修
二

も
一
昨
年
物
故
し
た
が
、
生
前
は
名
古
屋
釧
材
の
代

表
取
締
役
で
あ
っ
た
。

宗
教
界
の
古
い
先
輩
と
し
て
は
、
愛
知
教
会
の
菅

原
牧
師
、
瑞
穂
教
会
の
平
田
牧
師
が
、
キ
リ
ス
ト
教

の
証
及
に
努
力
を
し
九
。

*

実
楽
界
で
現
在
第
一
線
の
人
た
ち
は
数
多
い
が
、

こ
こ
で
は
役
員
の
方
九
ち
ま
で
で
筆
を
止
め
た
い
と

思
う
の
で
、
そ
の
点
ご
諒
解
を
熈
九
い
。

大
正
年
代
の
卒
業
生
で
は
十
年
の
法
経
学
部
か
ら

田
籍
郎
(
葵
貿
易
代
表
取
絲
役
)
大
将
晟
業

社
社
長
)
天
製
雄
(
中
日
工
ー
ジ
ェ
ン
ト
代
表
取

締
役
)
滝
川
五
三
郎
(
金
商
常
務
)
十
四
年
卒
で
は

酒
井
猛
夫
(
東
邦
コ
ー
ウ
ス
販
護
務
)
黒
川
俊
夫

(
東
海
コ
ン
ク
リ
ー
ト
取
締
役
)
の
前
期
と
現
在
の

杖
友
会
支
都
祭
い
る
。
ま
九
名
城
大
学
騒
動
の
中

心
と
な
っ
て
動
い
六
村
井
簾
十
郎
(
名
城
火
法
学
部

教
授
)
も
こ
の
年
の
卒
苦
あ
る
。

い
る
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昭
和
に
は
い
る
と
、
丹
製
雛
(
日
本
製
粉
名
古

屋
工
場
長
)
と
長
谷
"
懲
削
愛
知
H
産
,
n
動
最
締

役
)
の
万
年
稟
が
と
も
に
二
年
の
需
鷲
で
て

い
る
。
三
年
の
大
学
文
科
か
ら
は
加
藤
洗
太
郎
(
名

大
文
学
部
教
授
)
と
同
氏
夫
人
の
加
藤
さ
だ
(
南
山

大
学
文
学
部
教
授
)
の
お
し
ど
り
教
授
、
四
年
に
な

る
と
、
武
内
突
則
(
束
邦
タ
ー
ル
噐
取
締
役
)

鵬

野
時
次
(
前
高
甑
密
工
業
社
長
)
五
年
に
縛
而

部
か
ら
西
田
徳
祭
お
り
、
名
古
屋
の
東
の
大
亀

街
を
バ
ッ
ク
に
し
て
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
マ
ル

ナ
カ
を
経
営
し
て
大
沸
中
で
あ
る
。
大
学
は
丹

下
武
一
郎
(
東
海
液
化
燃
料
専
務
)
と
紙
賢
(
紙
賢

社
長
)
の
両
名
が
い
る
が
、
丹
下
は
昨
年
物
放
、
紙

賢
も
健
撃
害
し
て
第
一
撃
退
い
て
い
る
の
叢

し
い
。
六
年
の
高
商
か
ら
は
、
今
井
達
男
(
犬
山
観

光
霧
醍
)
と
中
村
文
雄
(
公
認
会
計
士
、
税
理

士
)
の
二
人
が
働
き
ざ
か
り
で
あ
る
。
七
年
に
は
新

村
猛
(
名
六
文
学
部
教
授
)
が
お
り
、
マ
ス
コ
ミ
に

も
蔀
し
て
い
る
。
九
年
の
大
罵
身
は
、
士
縣

三
(
御
排
教
会
牧
師
)
三
好
五
郎
(
束
和
石
油
取

締
役
)
そ
れ
に
野
球
で
な
ら
し
た
松
井
徳
三
(
東
邦

肥
料
取
締
役
)
が
お
り
、
松
井
は
現
本
も
社
会
人
野

球
蛋
の
乱
長
と
し
て
ボ
ー
ル
と
の
縁
が
き
れ
な

志
製
謹
英
文
甜
身
だ
力
¥
小
は
四

)
0

し役
将
校
を
志
願
し
て
南
力
線
戦
を
暴
れ
ま
わ
り
悪

謡
く
無
事
婦
逸
し
九
。
十
年
倫
問
力
ら
は
高
オ

終
'
(
伊
勢
久
商
店
代
女
)
十
一
年
に
は
、
現
在
、

ψ
田
而
長
の
佑
際
保
力
い
る
。
被
は
ト
ヨ
タ
H
列
即

丁
業
翫
務
し
て
い
九
が
、
会
社
か
ら
推
さ
れ
て
市

長
の
椅
子
に
坐
っ
た
。
同
じ
年
の
坂
田
三
郎
は
毎
日

新
聞
串
業
課
長
と
し
て
口
八
丁
手
八
丁
の
働
き
を

し
て
お
り
、
彼
の
駄
じ
ゃ
れ
は
有
名
で
で
あ
る
。

三
年
に
な
る
と
、
石
原
心
郎
(
名
古
屋
タ
イ
ム
ス
編

集
局
長
)
伊
膿
真
光
(
柏
ル
貴
金
属
店
主
)
伊
髞
庄

太
郎
(
大
阪
鉄
工
取
締
役
)
の
三
人
の
軟
派
と
呑
助

が
顔
を
そ
ろ
え
て
い
る
。
真
光
は
社
会
人
喜
桜
野

球
の
署
製
を
つ
と
め
て
お
り
、
熊
郎
は
ゴ
ル
フ

の
シ
ン
グ
ル
プ
レ
ヤ
ー
で
あ
る
。
こ
の
三
人
の
ほ
か

に
矢
作
製
鉄
の
秘
習
役
に
中
島
繁
が
い
る
。
中
島
の

見
砥
内
髪
は
翌
十
暴
卒
崇
の
桜
井
武
挑
(
石
川

島
播
磨
玉
工
業
総
票
長
)
の
は
げ
頭
(
り
・
)
と
と

も
に
校
友
会
支
雫
は
、
い
つ
も
斐
疾
在
七
、

八
年
も
く
り
上
け
ら
れ
張
慨
し
て
い
る
十
凶
年

の
砧
祥
介
(
丹
器
商
祭
)
は
束
海
経
滅
ク
ラ

ブ
噐
長
と
し
て
そ
呈
面
倒
さ
と
手
腕
が
大
い
に

一
1
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
十
四
年
に
は
堀
英
夫
(
勲
一

計
器
代
太
)
が
お
り
、
中
小
企
業
鷲
暑
と
し
て
の

戦
後
の
卒
業
生
も
数
多
い
が
、
ま
牙
い
の
で
と

く
に
こ
の
「
地
図
」
将
き
入
れ
る
ほ
ど
の
人
は
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
非
常
に
多
方
面
に
こ
の

若
い
同
志
社
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
化
事
に
う
ち
こ
ん
で

い
る
の
で
、
数
年
先
に
は
こ
の
地
図
」
か
習
き
改

め
ら
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
ま
九
そ
う
し
九
H
が
口
十

こ
と
巻
祈
っ
て
い
る
。

い

(
昭
9
大
経
卒
・
東
邦
畑
料
取
締
役
)

筈
労
を
し
て
い
る
。
十
六
年
に
は
前
田
抑
雄
(
大
同

製
釧
秘
"
*
長
)
が
い
る
か
、
木
曽
駒
,
際
開
発
K

K
の
捕
務
を
態
仟
し
て
、
そ
の
瀕
の
広
さ
に
物
.
昌
わ

せ
て
、
本
年
は
大
い
に
鋤
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
十
八

年
準
は
咋
年
、
名
筈
貨
店
の
取
締
役
に
な
っ
九

林
一
柴
長
い
開
窯
業
社
の
企
画
室
に
お
り
、
そ

の
後
懐
魯
誘
元
者
と
な
っ
た
か
、
昨
舌

貨
店
入
り
を
し
て
総
務
訊
長
と
な
っ
た

ま
た
、
秀
^
の
^
た
か
か
っ
九
高
ネ
勇
は
、
日
^

か
ら
日
棉
突
諾
う
つ
り
、
現
在
、
取
締
役
名
冉
屋

支
店
長
。
二
十
'
三
年
の
伊
朏
辿
(
汎
霊
商
社
長
)

は
、
咋
誤
米
各
倒
を
巡
り
、
<
,
や
貿
易
界
の
裂

と
し
て
活
趾
し
て
い
る
。
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